
➢ 木材利用の促進に関する構想
①公立大学法人 大阪
森之宮キャンパスの整備にあたり、内外装等での地域産材（大阪府
内産材）の積極的な活用や、木製什器の導入等の間伐材製品を活用
することにより、2050 年カーボンニュートラルの実現に貢献する。

②竹中工務店・安井建築設計事務所グループ
森之宮キャンパスにおける木材利用を促進するため、地域産材（大阪
府内産材）の積極的な利用にかかる提案や技術的なアドバイスを通じ
て、森林資源の循環利用、2050 年カーボンニュートラルの実現に貢
献する。

➢ 構想の達成のための大阪府・大阪市による支援
・活用可能な補助事業報等の情報提供・意見交換
・木材利用に関する相談窓口・専門家の紹介
・協定に基づく取組を優良事例として積極的に広報

公立大学法人 大阪 × 竹中工務店・安井建築設計事務所グループ × 大阪府 × 大阪市

大阪公立大学森之宮キャンパス木材利用促進協定

協定締結日：令和４年２月25日
有効期間：協定締結日から令和８年3月末まで
対象区域：大阪府

公立大学法人大阪及び竹中工務店・安井建築設計事務所グループは、令和４年４月に開学する同大
学のキャンパス整備に当たり、内外装等での地域産材の積極的な活用等により、2050 年カーボンニュ
ートラルの実現に貢献していくとの構想を実現するため、大阪府及び大阪市と協定を締結しました。
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